
                  

○ 接種時期：ヌカカの活動が本格的に始まる前の４月～５月 

○ 接種回数：初めて接種する牛 → ４週間間隔で２回接種（産歴問わず） 

        昨年接種した牛  → 1 回接種  

○ 対  象：繁殖用母牛及び搾乳牛 

ただし、以下のものは除く。 

１．発熱・下痢など臨床症状を認めるもの 

２．分娩間近または直前のもの 

３．治療中または治療後間もないもの 

○ 申し込み：肉用牛飼養農場は各市町村、乳用牛は酪農組合まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「春は名のみの風の寒さや・・・」立春を過ぎたとはいえ、まだまだ寒い日が続いています。

でも春はもうすぐそこまで来ています。この時期そろそろ考えなければいけないのは、牛に流産

や奇形などを引き起こす異常産対策です。暖かくなってくると異常産の原因となるアルボウイル

ス（アカバネウイルス、アイノウイルス、チュウザンウイルスなど）もそろそろ活動を始める時

期です。アルボウイルスはヌカカや蚊などの吸血昆虫によって拡がります。 

熊本県では例年、農場におけるアルボウイルスの動きを調査していますが、昨年の城南家保管

内で実施した調査では、アカバネウイルスの活発な動きが認められました。また、九州の他県に

おいては、イバラキ病やアカバネ病の生後感染例も認められており、今後異常産の発生が危惧さ

れています。異常産の予防には確実なワクチン接種が重要です。今年も母牛にワクチンを接種し、

元気な子牛を生産しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

アカバネ病による関節の湾曲    チュウザン病による神経症状      アイノウイルス感染症 

 城南家保ニュース Vol.2５-１１
熊本県城南家畜保健衛生所          

   〒868-0042 人吉市蟹作町 1237-1  

     TEL 0966-22-3814  FAX 22-3617 

    E-mail  jounankaho@pref.kumamoto.lg.jp 

      ホームページ http://www.pref.kumamoto.jp/site/1018/ 

   

 

申し込みは 3月から始まります！ 

mailto:jounankaho@pref.kumamoto.lg.jp
http://www.pref.kumamoto.jp/site/1018/


 

 



 

 

 

 



  冒頭に書いた歌詞は「早春賦」。ある程度年齢の往かれている方は良くご存じだと思いま

す。まさにこの時期にぴったりの歌でしょう。子供の頃は音楽の授業で歌わされていた感じ

ですが、歌詞をじっくり噛みしめられる歳になりました。この歌の 3 番、知りませんでし

た。「春と聞かねば 知らでありしを 聞けば急かるる胸の思いを いかにせよとのこの頃か 

いかにせよとのこの頃か」何か新しいことを始めたくなる春はもうそこまで来ています。

☺(K.T.) 

家畜の異常を発見したら、迅速に家畜保健衛生所までご連絡下さい！ 

 

 

                                       

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病名 発生地 発生月日 畜種 型 

口蹄疫 

ロシア 

1月 25日 

2月 12日 
牛 Ａ 

2月 7日 牛 O 
モンゴル 1月 26，27日 牛 Ａ 
中国 1月 2日 牛、羊 Ａ 

アフリカ 

豚コレラ 

ウクライナ 1月 6日 野生イノシシ 
 

ロシア 

1月 1日 豚 
 1月 14日 豚 
 1月 17日 野生イノシシ 
 

リトアニア 1月 24日 野生イノシシ   

高病原性 

鳥インフルエンザ 

中国 
1月 7日 家きん H5N1 

1月 16日 家きん H5N2 
ベトナム 1月 8、9日 家きん H5N1亜型 
韓国 1月 16日～ あひる、鶏 H5N8 

カンボジア 2月 7日 家きん H5N1 
インドネシア 継続発生中 家きん H5N1 

低病原性 

鳥インフルエンザ 

中国 

12月 8日 家きん H7N9 
12月 18日 家きん H7N9 
1月 11日 家きん H7N9 
1月 16日 家きん H7N9 

ベトナム 1月 15日 家きん H7 
香港 1月 27日 家きん H7N9 

近隣諸国における悪性伝染病発生情報 


